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一年間ご苦労さまでした。令和３年度は 

一斉、月例、一般山行は延べ６９０人の参加

人数となりました。前々年度に比べ約 30％の

大幅ダウンでした。これは会員数の減少と

COVID-19の起因による中止が９山行と多かっ

たのが主な要因でした。 

また、会員１人の平均参加回数は１年間で

５．８回から４．９回になりました。 

新年度を迎えるにあたり、皆様の健康と体

力に合った山行に是非とも参加をして会を盛

り上げましょう。

上の「グレード別の参加回数比率」のグラ

フからみると１回も参加をしてない人の比

率が高いです。毎年この傾向にあります。

今年こそは健康寿命を延ばす目的で身近な

里山の一斉と月例ハイキング（月２回）か

らスタートしてみましょう。 

 

http://niitsuhc.jp 
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秋葉山「木もれ陽遊歩道」草刈り整備 
 

1588 総務企画部 K.M. 
795 総務企画部 O.S. 

 

2020 年は、コロナ禍で「役員のみ」の秋葉山遊歩

道草刈整備となりました。2021 年は 6 月 7 日（月）

に 33名の方から協力を頂きました。 

秋葉湖駐車場に８時、会長の「挨拶」を頂いた後に、

草刈り班と機械班に分かれて作業を開始しました。 

日頃、お世話になっている「秋葉山に感謝の気持ち

を込めて安全・安心して皆さんが楽しい遊歩道に

と・・・・・」作業を進めました。 

「密接を避け」「マスク着用」しての作業となりましたが、秋葉山遊歩道草刈り整備の「ボラ

ンティア活動」を、無事終了できたことに感謝いたします。ご協力ありがとうございました。 

今後とも「ボランティア活動」に皆様のご協力をお願いいたします。 

また毎年、区役所産業振興課から燃料と草刈り機を借用しています。部内で２年前の 8月 26日

「草刈り機取り扱い講習会」を習いましたが、すっかり忘れており操作方法を新たに指導いた

だきました。 

作業箇所（木もれ陽の遊歩道の小口ルート） 

① 秋葉湖脇「木もれ陽遊歩道」入口 

階段付近 

② 熊沢公園トイレ前と手掘り石油井戸 

階段付近 

③ トイレ前から小口若宮廟方面 

「木もれ陽遊歩道」 

④ 小口若宮廟方面階段（180段）から 

T字路・池付近 

 

    

①  ②  ③  ④  

 

参加者名簿（会員番号順） 男 16名  女 17名  合計 33名 
番号 氏  名 番号 氏  名 番号 氏  名 番号 氏  名 番号 氏  名 

237 H.R. 834 S.Y. 1315 S.E. 1568 S.E. 1750 K.S. 

327 T.S. 840 S.S. 1322 S.N. 1588  K.M. 1765 I.Y. 

441 N.M. 886  K.N. 1334 H.T. 1614 M.T. 1780 K.I. 

774 U.M. 1200 O.M. 1388 K.M. 1627 K.N. 1787 H.M. 

777 K.S. 1207 Y.T. 1414 K.A. 1653 I.R. 1791 S.N. 

795 O.S. 1276 K.K. 1428 I.S. 1722 H.T.   

821 I.E. 1302 N.J. 1535 T.I. 1728 S.K.   
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最近、登山・ハイキング・キャンプ等のアウトドアは新生活様式にマッチした良い運動で

す。しかし最近事故の報道が多く見受けられます。一例として 2021 年 11 月 23 日の朝刊。

西区の男性 73 歳が低体温症で八十里越えの鞍掛峠で死亡。19 日に登山し（夜は雨）、22 日

午前に発見された報道がありました。皆さん単独行は止めてください。警鐘として「にいつ

ハイク通信 32号」2015年 3月 8日発行記事を再度掲載します。 

副会長 1388K.M. 

 

一昨年の事です。 当クラブのＴ会員が

護摩堂山で倒れたのです。 彼は会山行以

外は一人で山へ出かけることが多く、私も

あちこちの山で行きあったことがありまし

た。又、彼は高血圧の持病も持っていまし

た。 ご存知のように護摩堂山から秋葉山

に至る西山丘陵には登山道、林道、自然遊

歩道、杣道などが複雑に入り組んでいま

す。当然あまり人の入らない道もあるので

す。Ｔさんは護摩堂山のメインルートから

外れたコースで発症し倒

れたのです。彼は運よく

発見され命は助かりまし

たが、倒れてからの時間

の経過から重い後遺症が

残りました。 

 

又、 もう３～４年前になりますが、旧会

員の方が２月の秋葉山で亡くなる事故は発

生しました。行方不明になった翌日は当会

の会員も2～30人が捜索に加わり、発見に

至りましたが残念ながらその方は助かりま

せんでした。Ｔさんも秋葉山の旧会員の方

も単独行でした。 

 

近くの山だから、標高が低いから遭難しな

い理由にはならないのです。家を出る時に

行く先も告げないなどというのは自殺行為

と言っていいでしょう。 

 

実は私も昨年単独行をやってしまった経験

があります。その山域は三分の一ほど歩い

たことがあったのですが三分の二は初めて

でした。同行予定だった家人が体調を崩し

たためのやむを得ずの単独行でした。しか

もその山域にその日、人影はなく寂しいか

ぎり、かつ歩くコースは家人にいってある

ものの、もしけつまずいて怪我でもして動

けなくなったらどうしようと不安でいっぱ

いでした。幸いにも無事予定のコースを歩

き切りましたが、もう決してやらないとい

う決心をしたのです。 

2008年に私は初めてのリーダー山行をしま

した。 山は一切経山と東吾妻山で６月初

旬でした。 例年になく残雪の多い年で姥

ヶ原からの東吾妻山への登りは登山道を覆

いつくす残雪に時に行く手を阻まれる状況

の連続でした。なんとか山頂に立ち下山に

かかりました。もう少しで姥ヶ原の木道と

いうところで、スニーカ

ーの若者が東吾妻山に向

かってきました。 途中

の鎌沼の右岸は前大巓か

ら張り出した大きな雪田

が木道を飲み込んでいるため、15ｍも上部

へ高巻きしなければなりません。聞いてみ

るとその若者は浄土平からほぼ我々と同じ

そのコースを来ていました。スニーカーは

ドロドロに濡れていました。私はそこで彼

を説得して引き返させました。彼の後ろか

らは誰も来ておらず、単独行の彼をフォロ

ーできる人（善意の他人）はいない。これ

はやばい、と思ったからです。彼を止めた

ことは今でも正しかったと思っています。 

楽しかるべき山歩きが悲しい結末を迎える

ようなことがあってはなりませんよね。皆

さん「単独行はやめましょう」ね。

 


